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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1ヶ年とさせていただきます。 

 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側にお

いて機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除

外させていただきます。 
 
1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品・ｹｰﾌﾞﾙの損傷 
4. 需要者側で改造・修理を行った場合 
5. 天災地変による場合 
 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の

故障により誘発される損害はご容赦いただきます。 
 

「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行

いません。 
 

「その他」 
 

1. 納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
2. 本製品は台湾製です。 
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お取扱上のご注意 
 
 

 
 
z 本製品を使用する前に必ず、取扱説明書をお読みください。 
z 本製品の分解や改造はしないでください。 
z 本製品の取り付け／取り外しをするときは、本製品及びﾊﾟ

ｿｺﾝ･周辺機器の電源ｽｲｯﾁを切り、電源ﾌﾟﾗｸﾞを AC ｺﾝｾﾝﾄか
ら抜いて下さい。 

z 本製品を接続する機器（ﾊﾟｿｺﾝなど）は、必ずｱｰｽ接地して
ください。 

 

 
 
z 電源ｹｰﾌﾞﾙが AC ｺﾝｾﾝﾄに接続されているときには、濡れた

手で本製品に触らないでください。 
z 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近

な金属（ﾄﾞｱﾉﾌﾞやｱﾙﾐｻｯｼなど）に手を触れて、身体の静電

気を取り除くようにしてください。 
z 次の場所への保管・設置は避けてください。 

 
◆ 静電気が発生するところ 
◆ 振動が発生するところ 
◆ 温度・湿度が仕様環境を超えるところ 
◆ 直射日光が当たるところ 
◆ 火気の周辺、または熱気のこもるところ 
◆ 漏電の危険があるところ 
◆ 漏水の危険があるところ 
 

z ｼﾝﾅｰやﾍﾞﾝｼﾞﾝで本装置を拭かないでください。 
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1. はじめに 
 
この度は、弊社 MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞをご購入いただきまして誠に
ありがとうございます。 
 
この説明書は、本装置の基本的な使用方法とﾊﾟﾗﾒｰﾀのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞについて説明

しております。ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い。本装置が万一故障した場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
 
1.2 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破

損品がありましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 
� MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ ---------------------------1台 
� 取扱説明書（本書）---------------------------------------------1部 
� ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ * -------------------------------------------------1本 
� AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ** ------------------------------------------------------1個 
� ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ UTIL1023-WIN **-----------------------------1式 
� ｾｯﾄｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ***----------------------------------------------------1枚 

 
* ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙは別売となります。別途御購入いただいた場合

は、指定のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙが付属します。 
** ｵﾌﾟｼｮﾝとして、ご購入された場合のみ付属しています。 
*** ｾｯﾄｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞはﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ UTIL1023-WINに附属します。 

 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要

となります。大切に保管してください。 

 1.1 
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1.3 各部名称と外形寸法 
 
下記にMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの各部名称と外形寸法を示します。 
 

2色発光 LED

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ接続用ｺﾈｸﾀ (Dsub15HD ﾒｽ)

ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ

4
4
m
m

4
7
m
m

163mm

 
 
ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの選択・ﾎﾞｰﾚｰﾄの選択等、基本的な設定を

このﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁで行います。 
2色発光 LED 電源が投入されると赤色に点灯し、ﾃﾞｰﾀを読み取る

と緑色に点灯します。 
ｺﾈｸﾀ 接続形態に応じ各種ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを接続します。 

 

1.2 
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1.4 ケーブルの取り付けと取り外し 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞには、用途に応じたｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ（別売）が必要となり
ます。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの型番・種類については、お近く販売店までお問い合わ

せください。 
 
ここでは、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの取り付け及び取り外し方法を説明します。 
 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの取り外し 
1. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを接続している PCの電源をOFFにします。 

MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞへの電源供給を AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを通して行って
いる場合は、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀも取り外してください。 

2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのｺﾈｸﾀ･ﾛｯｸﾈｼﾞをﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等を使って緩め、ｺﾈｸﾀ

を軽く引き抜いてください。強引にｹｰﾌﾞﾙを引っ張らないでくだ

さい。 
 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの取り付け 
1. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの Dsub15HD ﾒｽｺﾈｸﾀにｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの

Dsub15HD ｵｽｺﾈｸﾀを差し込み、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等を使ってﾛｯｸﾈｼﾞをし
っかりと絞めます。 

2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの片側を接続しようとする PC の対応するｺﾈｸﾀ
に取り付けます。 

3. AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用する場合は、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀの DC ﾌﾟﾗｸﾞをｲﾝﾀｰﾌｪｲ
ｽｹｰﾌﾞﾙの DC ｼﾞｬｯｸに差し込み、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを AC ｺﾝｾﾝﾄに接続し
ます。 

4. 最後に PCの電源を ONにします。 
 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ
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1.5 インディケータ 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞはｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀとして、ﾌﾞｻｰと LEDを装備しています。 
ﾌﾞｻｰと LEDの意味については、下記の表を参照下さい。 
 

ﾌﾞｻｰ音 
ﾌﾞｻﾞｰ音 意味 
ﾋﾟｰ 電源投入時、約 1秒間 ﾋﾟｰというﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。

ﾋﾟｰｯ 
磁気ｶｰﾄﾞの読み取りに成功した時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴

ります。ﾌﾞｻﾞｰの音量はﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定により、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可

能です。 
ﾋﾟﾛﾋﾟﾛﾋﾟﾛﾋﾟﾛ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞに入った時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。

 
 

LED 
LED点灯色 意味 

緑色 磁気ｶｰﾄﾞの読み取りに成功した時、緑色 LED が点灯
します。 

赤色 電源 ON状態で、赤色 LEDが点灯します。 
 
 
 
 

1.4 
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2. コンピュータとの接続 
 
 
2.1. インターフェイスケーブル接続コネクタ 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞは、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを接続するための Dsub15HD ﾒｽｺﾈｸﾀ(高
密度ﾀｲﾌﾟ)を装備しています。 
 
下記に Dsub15HD ﾒｽｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

Dsub15HD ﾒｽｺﾈｸﾀ 
Dsub15HD ﾒｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 N/C 
2  RxD (Port A) 
3 CTS (Port A)/ RxD (PortB)  
4 TxD (Port A) 
5 RTS (Port A)/TxD (Port B)) 
6 DC+5V IN 
7 PC CLK 
8 PC DATA 
9 KBD CLK 

10 KBD DATA 
11 KBD AUX 
12 Wyse CLK 
13 Wyse PC DATA 
14 Wyse KBD DATA 
15 GND 

15

610

1115
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2.2 RS232Cインターフェイス 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する場合、次のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ
（別売）が必要となります。 
 
z MSDB9F RS232C, 120cm ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ, DE9S 

 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

MSDB9F ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ 
D-Sub9P ﾒｽｺﾈｸﾀ 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
2 TxD 
3 RxD 
4 6番ﾋﾟﾝとｼｮｰﾄ 
5 GND 
6 4番ﾋﾟﾝとｼｮｰﾄ 
7 CTS 
8 RTS 
9 VCC (+5V) 

電源ｺﾈｸﾀ 
ﾋﾟﾝ番号 信号名 

1 VCC (+5V) 
2 GND 

5 1

9 6

 
 

1

2
 

 
下記の手順に従って、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

1. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾌにする。 
2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの D-Sub9 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀをｺﾝﾋﾟｭｰﾀのRS232C ｺﾈｸﾀに差

し込みます。 
3. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの電源ｺﾈｸﾀに AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀのｼﾞｬｯｸを差し込みます。 
4. AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを AC ｺﾝｾﾝﾄに差し込みます。 
5. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾝにします。 

 

コ ンピュ ータ

AC アダプタ

D-sub コ ネク タ 付
イ ンタ ーフ ェ イスケーブル
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2.3 キーボードインターフェイス 
 
 
2.3.1 デスクトップ型 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する場合、次のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ（別
売）が必要となります。 
 
z MSM8 PC98 ｼﾘｰｽﾞ対応ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, Y型ｽﾄﾚｰﾄ 
z MSM6 DOS/V機対応ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, Y型ｽﾄﾚｰﾄ 
z MSM4 MAC ADB対応ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, Y型ｽﾄﾚｰﾄ 

 
下記の手順に従って、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

1. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾌにする。 
2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの DIN ｺﾈｸﾀ（ｵｽ側）をｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺﾈｸﾀに差

し込みます。 
3. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの DIN ｺﾈｸﾀ（ﾒｽ側）をｷｰﾎﾞｰﾄﾞに差し込みます。 
4. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾝにします。 

 

コ ンピュータ

DI Nコ ネク タ （ オス）
PC本体に接続

DI Nコ ネク タ （ メ ス）
キーボード に接続

 
 
 
【注意】 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、磁気ｶｰﾄﾞに記録されたｶﾅﾃﾞｰﾀや漢字ﾃﾞｰﾀを入力す

ることはできません。 
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2.3.2 ノート型 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する場合、次のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ（別
売）が必要となります。 
 
z MSM6N DOS/V ﾉｰﾄ対応ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, ｽﾚｰﾄ 

 
下記の手順に従って、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 
1. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾌにする。 
2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの DIN ｺﾈｸﾀ（ｵｽ側）をｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺﾈｸﾀに差し込

みます。 
3. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源をｵﾝにします。 
 

DOS/Vﾉ ﾄーﾊ゚ ｿｺﾝ

DI Nコネクタ （ オス）
ノ ート PC本体に接続

 
 

【参考】 
DOS/V ﾉｰﾄ PC のﾏｳｽ/ﾃﾝｷｰ共通ﾎﾟｰﾄでﾏｳｽと磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを併用したい場合は、
別売の PSY02K2 PS/2 ﾎﾟｰﾄｽﾌﾟﾘｯﾄｹｰﾌﾞﾙをお求め下さい。 
 

DOS/Vﾉー ﾄﾊ゚ ｿｺﾝ

PSY02K2
PS/2ﾎ゚ ﾄーｽﾌ゚ ﾘｯﾄｹー ﾌﾞ ﾙKB

MS

PS/2 ﾏｳｽ
 

 
 
【注意】 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、磁気ｶｰﾄﾞに記録されたｶﾅﾃﾞｰﾀや漢字ﾃﾞｰﾀを入力す

ることはできません。 
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2.4 USBキーボードインターフェイス 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する場合、次のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰ
ﾌﾞﾙ（別売）が必要となります。 
 
z USBee-305D15 USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, 1.5m ｽﾚｰﾄ 
z U305D15 USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, 1.5m ｽﾚｰﾄ 

 
下記の手順に従って、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙ（例）WINDOWS98 
 
1. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ﾎﾟｰﾄに磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを接続します。 
2. Plug & Playにより、「新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示

されます。 
画面に従って、最適なﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙします。 
 

 
 

 
 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙ後、WINDOWSがｺﾝﾋﾟｭｰﾀの再立ち上げを促すﾒｯｾｰ
ｼﾞを出力した場合は、それに従ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀをﾘﾌﾞｰﾄしてください。 
 

3. ｲﾝｽﾄｰﾙが完了すれば、ﾒﾓ帳等のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを立ち上げ、磁気ｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ

が正しく入力できるかを確認してください。 
 

USBコネクタ
PC本体に接続
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ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを設定する 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで使用する場合は、ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを下記の
様に設定します。 
 
 WINDOWS98/ME/2000/XP ﾊﾟｿｺﾝ 106/109日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
ON    ■ ■ ■  ■  
OFF ■ ■ ■    ■  ■ 

 
 WINDOWS98/ME/2000/XP ﾊﾟｿｺﾝ 101/104英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
ON    ■ ■ ■ ■ ■  
OFF ■ ■ ■      ■ 

 
【参考】 
入力ﾃﾞｰﾀの大文字／小文字が反転する場合は、ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ 2 番を OFF か
ら ONに変更後、お試しください。 
 
【注意】 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、磁気ｶｰﾄﾞに記録されたｶﾅﾃﾞｰﾀや漢字ﾃﾞｰﾀを入
力することはできません。 
 
USBｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ使用時の注意 
 

z USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽはWINDOWS 98/98SE/ME/2000/XPなど
の HID1.1をｻﾎﾟｰﾄしたﾌﾟﾗｸﾞ&ﾌﾟﾚｲ OSで動作可能です。 

z 読み取ったﾃﾞｰﾀは、ﾒﾓ帳などのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰﾀ

と同じように入力されます。 
z USB ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞの仕様上、1台の PCに複数の USB ｷ

ｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ(磁気ﾘｰﾀﾞ)を接続することはでき
ません。(同時に複数ﾎﾟｰﾄからﾃﾞｰﾀが入力された場合に、正しく
ﾃﾞｰﾀ入力できないため) 

z USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞをご使用く
ださい。ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞには対応しません。 
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2.5 USBバーチャル COMインターフェイス 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する場合、次のｲﾝﾀｰﾌ
ｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ（別売）が必要となります。 
 
z U306D15 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ, 1.5m ｽﾚｰﾄ 

 
下記の手順に従って、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ（例）WINDOWS98 
1. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ﾎﾟｰﾄに磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを接続します。 
2. Plug & Playにより、「新しいﾊｰﾄﾞｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする」ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示

されます。添付の FDからﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙします。 
 

 
 
ｲﾝｽﾄｰﾙ後、WINDOWSがｺﾝﾋﾟｭｰﾀの再立ち上げを促すﾒｯｾｰｼﾞを出力し
た場合は、それに従ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀをﾘﾌﾞｰﾄしてください。 
 

ｲﾝｽﾄｰﾙが完了すれば、ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ等のﾀｰﾐﾅﾙｿﾌﾄを立ち上げ、磁気ｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが正

しく受信できるかを確認してください。 
 

USBコネクタ
PC本体に接続

 
 
USBﾊﾞｰﾁｬﾙCOMｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ使用時の注意 
 

z 付属のﾄﾞﾗｲﾊﾞは、WINDOWS98/ME/2000対応です。 
z 付属のﾄﾞﾗｲﾊﾞは、COM2~COM7の仮想 COM ﾎﾟｰﾄを空きﾎﾟｰﾄか

ら順に割り当てます。 
z 読み取ったﾃﾞｰﾀは、RS232C ﾃﾞｰﾀとして扱われます。 
z USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞをご使用く

ださい。ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞには対応しません。 
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3. 磁気カードの読み取り 
 
 
3.1 磁気カードの読み取り操作 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞで磁気ｶｰﾄﾞを読み取る場合は、下図に示す様に矢印方向に
10cm/sec~150cm/secのｽﾋﾟｰﾄﾞで ｶｰﾄﾞをｽﾗｲﾄﾞさせます。MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ
は、ﾃﾞｰﾀを読み取ると ﾋﾞｰﾌﾟ音を発し、緑色 LEDを点灯します。 
また、読み取ったﾃﾞｰﾀは指定のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、ﾎｽﾄ機器に送信されます。 
 

JIS-II ﾀｲﾌﾟ

ｶｰﾄﾞ
を矢
印方
向ｽﾗ
ｲﾄﾞさ

せる

ISO ﾀｲﾌﾟ

ｶｰﾄﾞ
を矢
印方
向ｽﾗ
ｲﾄﾞさ

せる
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4. パラメータ設定 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの各種ﾊﾟﾗﾒｰﾀは本体裏面にあるﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ及びﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳ
ｪｱ (別売) を使用して設定します。 
 
4.1 ディップスイッチの設定 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの基本的な設定は、本体裏面にあるﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを使用して
行うことができます。ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁによる設定ができないﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目に関しては、

別売のﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]を使用して設定を変更する必要がありま
す。詳しくは、「4.2. ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ」を参照ください。 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの本体裏面には、9 ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁが設けられています。 
 

ON

OFF

 
 
このﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの各ﾋﾞｯﾄの意味は、使用するｲﾝﾀｰﾌｪｲｽによって異なります。 
適切な節を参照ください。 
 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 「4.1.1 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの設定」を参照 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 「4.1.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの設定」を参照 
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4.1.1 RS232Cインターフェイス 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで使用する場合は、下記のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯ
ﾁ割付表を参照して、適切な設定を行ってください。 
 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ割付表 
SW1 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
ON RS232Cｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 1

OFF ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
SW2 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 
ON 8 ﾋﾞｯﾄ 
OFF 7 ﾋﾞｯﾄ 
SW3 SW4 ﾊﾟﾘﾃｨ 
ON ON 無し 
OFF ON 偶数 
ON OFF 奇数 
SW5 SW6 ﾎﾞｰﾚｰﾄ 
ON ON 38,400 bps 
OFF ON 19,200 bps 
ON OFF 9,600 bps 
OFF OFF 2,400 bps 
SW7 SW8 SW9 送信ﾓｰﾄﾞ 
ON ON ON RS232C ﾎﾟｰﾄ A (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 
OFF ON ON RS232C ﾎﾟｰﾄ B (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 
ON OFF ON RS232C ﾎﾟｰﾄ A & B (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 
OFF OFF ON ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨ (ｼﾝｸﾞﾙﾎﾟｰﾄ) 
OFF OFF OFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ無し (ｼﾝｸﾞﾙﾎﾟｰﾄ) 

 
送信ﾓｰﾄﾞ 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞは、以下の 6 種類の送信ﾓｰﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄしています。用途に
適合した送信ﾓｰﾄﾞをﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁで設定してください。 
 
� RS232C ﾎﾟｰﾄ A (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 

ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのﾎﾟｰﾄAだけに読取ﾃﾞｰﾀを送信します。 
� RS232C ﾎﾟｰﾄ B (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 

ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのﾎﾟｰﾄBだけに読取ﾃﾞｰﾀを送信します。 
� RS232C ﾎﾟｰﾄ A&B (ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ) 

ﾃﾞｭｱﾙﾎﾟｰﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのﾎﾟｰﾄA/ﾎﾟｰﾄB両方に読取ﾃﾞｰﾀを送信
します。 

� ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨ (ｼﾝｸﾞﾙﾎﾟｰﾄ) 
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸが有効となります。MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞは、
ﾃﾞｰﾀを送信する際、自身の RTS ﾗｲﾝを ONにします。 

� ﾊﾝﾄﾞｼｬｲｸ無し (ｼﾝｸﾞﾙﾎﾟｰﾄ) 
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸが無効となります。MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞは、
ﾃﾞｰﾀを無手順で送信します。 

                                                                  
1  RS232Cｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを使用する場合は、必ずSW1をONにしてください。 
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4.1.2 キーボードインターフェイス 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞをｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで使用する場合は、下記のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ
割付表を参照して、適切な設定を行ってください。 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ割付表 
SW1 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
ON RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
OFF ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 2

SW2 CAPS ﾛｯｸ 
ON CAPS ﾛｯｸ ON 
OFF CAPS ﾛｯｸ OFF 
SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 SW8 PC ﾀｲﾌﾟ/ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 

ON ON ON ON ON ON PC AT (US), IBM 001-2, 002-2, 003-2 
ON ON ON OFF ON ON NEC N5200 
OFF ON ON OFF ON ON NEC PC9801
ON OFF ON OFF ON ON DEC VT220 
OFF OFF ON OFF ON ON MAC ADB
ON ON OFF OFF ON ON MAC RJ 
OFF ON OFF OFF ON ON Memorex Telex (IBM Terminals) 
ON OFF OFF OFF ON ON Hitachi Elles 
OFF OFF OFF OFF ON ON PC XT 
ON ON ON ON OFF ON IBM A01-1 
OFF ON ON ON OFF ON IBM A01-2 3
ON OFF ON ON OFF ON IBM A01-3 
OFF OFF ON ON OFF ON IBM 001-1, 002-1, 003-1, PS2-30 
ON ON OFF ON OFF ON IBM 001-81, 002-81, 003-81 
OFF ON OFF ON OFF ON IBM 001-82, 002-82, 003-82 
ON OFF OFF ON OFF ON IBM 001-8A, 002-8A, 003-8A 
OFF OFF OFF ON OFF ON IBM 001-3 
ON ON ON OFF OFF ON IBM 002-3, 003-3 
OFF ON ON OFF OFF ON IBM 3477 Type 4 (日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 
ON OFF ON OFF OFF ON IBM 5550 
OFF OFF ON OFF OFF ON WYSE Enhance Keyboard (US) 
ON ON OFF OFF OFF ON NEC Astra 
OFF ON OFF OFF OFF ON Unisys 
ON OFF OFF OFF OFF ON Televideo 965 
OFF OFF OFF OFF OFF ON ADDS 1010 
ON ON ON ON ON OFF PC AT (Portuguese) 

SW9 ｲﾝﾀｰｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 
ON 25 msec 
OFF 0 msec (無し) 

 
CAPS ﾛｯｸ 
� CAPS ﾛｯｸ ON 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを入力した時、大文字で入力される場合に

設定します。 
� CAPS ﾛｯｸ OFF 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを入力した時、小文字で入力される場合に

設定します。 
                                                                  
2  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを使用する場合は、必ずSW1をOFFにしてください。 
3  通常、日本で市販されているDOS/V機はこのｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟとなります。 
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4.2 ユティリティソフトウェア 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁでは行えない詳細設定は、別売のﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳ
ｪｱ [UTIL1023-WIN]を使用して、設定を変更する必要があります。 
本節では、ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱを使ったﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定方法を示します。 
 
 
4.2.1 ユティリティソフトウェアのインストール 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ用ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]は、CD-ROMで供給され
ます。 
 
 
「ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ実行環境」 
 

PC : DOS/V PC 
OS : WINDOWS 98/ME/NT/2000/XP 
 

ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱは、CD-ROMの SetUp.exeを実行するとｲﾝｽﾄｰﾙできます。 
 

機能制限について 
不正使用を防止するため、ﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯﾄ機能を制限しています。ﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯ

ﾄ機能を使用する場合や、金融系カードの読取りには、別途、解除依頼が

必要です。ＣＤに収録している「使用制限解除依頼（兼同意書）.pdf 」に

必要事項を記入・押印後、原本を下記宛先にお送りください。審査後、ご

記入いただいたご担当者様へ、解除ＣＤを送付いたします。 
（依頼書宛先） 

〒６５１－２２４２ 

神戸市西区井吹台東町１丁目１番１ 西神南センタービル 

ウェルコムデザイン株式会社
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4.2.2 ユティリティソフトウェアを実行する 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ用ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]を実行する場合、以下の
構成が必要となります。 
 

z MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ 
z RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ 
z AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
z ｾｯﾄｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ(ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ UTL1023-WINに附属) 

 
下記にﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱの実行手順を示します。 
 
1. MODEL 1023に RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙを接続します。 
2. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの終端ｺﾈｸﾀを PC の COM1～16 のいずれかに接続し

ます。（COM１推奨） 
3. AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを差し込み、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞに電源を投入します。 

 

コ ン ピュ ータ

AC アダプタ

D-sub コ ネク タ 付
イ ンタ ーフ ェ イ スケーブ ル

 
 

4. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞにｾｯﾄｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞを読ませ、設定ﾓｰﾄﾞに入ります。 
設定ﾓｰﾄﾞに入ると、「ﾋﾟﾛﾋﾟﾛﾋﾟﾛﾋﾟﾛ」というﾋﾞｰﾌﾟ音を発します。 

5. ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱを実行します。正常にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが立ち上がると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定画面が表示されます。MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞが正しく接続されて
いない場合やｾｯﾄｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞが読み込まれていない状態の場合、ｴﾗｰﾒｯｾ

ｰｼﾞが表示されます。 
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4.2.3 パラメータの設定 
 
ここでは、ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]で設定できる各ﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目について
説明します。 

 
 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟ 
使用するｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟをｸﾘｯｸして選択します。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟにより、以降の設

定可能ﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目が変わります。設定不可能な項目は、淡灰色で表示されます。 
 
尚、この項目は、ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄが設定可能ﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目と設定不可ﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目を認

識するためのもので、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの実際のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟは、本体裏面
のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを通して設定します。 
 
ﾌﾞｻﾞｰﾎﾞﾘｭｰﾑ  
ﾌﾞｻﾞｰﾎﾞﾘｭｰﾑの設定を行います。選択範囲は、下記の 4 種類で、ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽ
ﾄから適当な値を設定します。 
 

z None ﾌﾞｻﾞｰ音を無効にします。 
z Minimum ﾌﾞｻﾞｰﾎﾞﾘｭｰﾑを最小に設定します。 
z Midium ﾌﾞｻﾞｰﾎﾞﾘｭｰﾑを中間に設定します。 
z Maximum ﾌﾞｻﾞｰﾎﾞﾘｭｰﾑを最大に設定します。 

 
ｲﾝﾀｰｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 
ｲﾝﾀｰｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲの設定を行います。選択範囲は、0~200msec の範囲で、直接
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから値を入力するか、入力ﾎﾞｯｸｽ横にある矢印をｸﾘｯｸします。 
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CAPSﾛｯｸ自動検出  
この項目をﾁｪｯｸすると、CAPS ﾛｯｸ自動検出が有効となります。但し、このﾊﾟﾗ
ﾒｰﾀは PC-AT互換機のｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用できます。 
 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 
この項目をﾁｪｯｸすると、各ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀの前後にｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀが付加送信され
ます。下記に各ﾄﾗｯｸのｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを示します。 
 

MODEL 1023J ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
JIS-II 無し 無し 

MODEL 1023I-T1 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 1 % ? 

MODEL 1023I-T2 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 2 % ? 

MODEL 1023I-T3 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 3 % ? 

MODEL 1023I-T12 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 1 % ? 
ISO ﾄﾗｯｸ 2 ; ? 

MODEL 1023I-T23 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 2 % ? 
ISO ﾄﾗｯｸ 3 ; ? 

MODEL 1023I-T123 ｽﾀｰﾄｷｬﾗｸﾀ ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ 
ISO ﾄﾗｯｸ 1 % ? 
ISO ﾄﾗｯｸ 2 ; ? 
ISO ﾄﾗｯｸ 3 ; ? 

 
ﾄﾗｯｸ送信順序反転 
この項目をﾁｪｯｸすると、ﾄﾗｯｸ送信順序が反転します。 

 
 ﾄﾗｯｸ送信順序 

ﾁｪｯｸ無し <ﾄﾗｯｸ 1><ﾄﾗｯｸ 2><ﾄﾗｯｸ 3> 
ﾁｪｯｸ有り <ﾄﾗｯｸ 3><ﾄﾗｯｸ 2><ﾄﾗｯｸ 1> 

 
ﾀﾞｲﾚｸﾄｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ 
この項目をﾁｪｯｸすると、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ･ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽ･ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ等のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ

の値をｽｷｬﾝｺｰﾄﾞで入力することができます。但し、このﾊﾟﾗﾒｰﾀは PC-AT 互換
機のｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用できます。 
 
ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ送信 
この項目をﾁｪｯｸすると、磁気ｶｰﾄﾞの読み取りに失敗した場合に、ﾉｰﾘｰﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ

「NO READ」を送信します。 

 4.7 
 Copyright © 1997 



 
MODEL 1023 Series 

USAﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗｲｾﾝｽ 読み取り 
この項目をﾁｪｯｸすると、USA ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾗｲｾﾝｽのﾃﾞｺｰﾄﾞ機能が有効になります。 
 
JIS-II ｶｰﾄﾞ読み取り 
この項目をﾁｪｯｸすると、JIS-II規格のﾃﾞｺｰﾄﾞ機能が有効になります。 
 
ﾄﾗｯｸ 1読み取り 
この項目をﾁｪｯｸすると、ﾄﾗｯｸ 1の読み取りを有効にします。 
 
ﾄﾗｯｸ 2読み取り 
この項目をﾁｪｯｸすると、ﾄﾗｯｸ 2の読み取りを有効にします。 
 
ﾄﾗｯｸ 3読み取り 
この項目をﾁｪｯｸすると、ﾄﾗｯｸ 3の読み取りを有効にします。 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽｺｰﾄﾞ 
ここでは、ﾃﾞｰﾀの最初に付加して送信する 4 文字までの文字列を設定します。
入力ﾎﾞｯｸｽをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、ｷｬﾗｸﾀﾏｯﾌﾟを表示させます。ｷｬﾗｸﾀﾏｯﾌﾟからﾌﾟﾘﾌｨｯｸ

ｽとして設定したいｷｬﾗｸﾀを最高 4 文字までﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、最後に OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘ
ｯｸします。下記の例では、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽとして [@ABC] が設定されます。 

 
 

 
ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽｺｰﾄﾞ 
ここでは、ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀとﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀの間に付加して送信する 4文字までの文字列を
設定します。入力ﾎﾞｯｸｽをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、ｷｬﾗｸﾀﾏｯﾌﾟを表示させます。ｷｬﾗｸﾀﾏｯﾌﾟ

からｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽとして設定したいｷｬﾗｸﾀを最高 4 文字までﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、最後に
OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。下記の例では、ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽとして [^] が設定されます。 
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ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽｺｰﾄﾞ 
ここでは、ﾃﾞｰﾀの最後に付加して送信する 4 文字までの文字列を設定します。
設定方法は、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ･ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽｺｰﾄﾞと全く同じです。 
 
ﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯﾄ機能 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞは非常にﾌﾚｷｼﾌﾞﾙなﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯﾄ機能を装備しています。 
※この機能は、弊社に必要書類をご送付いただいた後、使用可能となります。 
下記にMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯﾄ機能の特徴を列挙します。 
 

z ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝを 2 ﾊﾟﾀｰﾝまで登録可能 
z ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝは個別に有効／無効の設定が可能 
z ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝには、下記の適用条件を指定することが可能 

・ｼﾝｸﾞﾙ/ﾃﾞｭｱﾙ/ﾄﾘﾌﾟﾙﾄﾗｯｸ 
・ﾃﾞｰﾀの桁数 
・指定文字／指定文字位置 

z 終了文字列又は文字数を基準として、ﾃﾞｰﾀを最大 5 ﾌｨｰﾙﾄﾞに
分割可能 

z 最大 3つのｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞを設定可能 
各ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞには、最大 3文字までのｷｬﾗｸﾀが設定可能 

z 分割したﾌｨｰﾙﾄﾞ及びｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞを任意の順序で送信可能 
最大 10 ﾌｨｰﾙﾄﾞの範囲で、各ﾌｨｰﾙﾄﾞの重複送信も可能 

 
ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞｴﾃﾞｨｯﾄﾓｰﾄﾞ 
この項目をﾁｪｯｸすると、読み取った全てのﾃﾞｰﾀに対して、有効に設定されてい

るｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝの適用を試み、ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ対象外のﾃﾞｰﾀは、全て破棄されます。 
 
ｴﾃﾞｨｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 1/2  
この項目をﾁｪｯｸすると、ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ 1及び 2が有効となります。ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰ
ﾝの詳細を設定する場合は、この項目の上にﾏｳｽﾎﾟｲﾝﾀを置き、ﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝをｸ

ﾘｯｸします。 
 
ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ詳細設定 
ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝの詳細設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは、ﾏｳｽの右ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることで、画面上に

表示されます。各項目を設定し、最後に OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすれば、ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ
の登録が行われます。 
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ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀｰﾝ登録例 
 
JIS-II 磁気ｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを最初から順に 9 文字・10 文字・20 文字・10 文字 ・20
文字に分割し、それぞれのﾌｨｰﾙﾄﾞを TABで区切って送信する場合、ｴﾃﾞｨｯﾄﾊﾟﾀ
ｰﾝの詳細設定は、下記の様になります。 
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4.2.4 パラメータの保存 
 
ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]で設定したﾊﾟﾗﾒｰﾀは、任意のﾌｧｲﾙ名を付けてﾃﾞ
ｨｽｸに保存することができます。 
 
名前を付けて保存する 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値を名前を付けてﾃﾞｨｽｸに保存する場合は、ﾒﾆｭｰのﾌｧｲﾙ…名前をつけて
保存をｸﾘｯｸします。下記のﾌｧｲﾙ保存ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで任意のﾌｧｲﾙ名を入力し、

OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

 
 

 
上書き保存する  
既にﾌｧｲﾙ名が確定しているﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙを上書き保存する場合は、ﾂｰﾙﾊﾞｰの上書

き保存ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭｰのﾌｧｲﾙ…上書き保存をｸﾘｯｸします。 
 
設定中のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙの名前は、ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱのﾀｲﾄﾙﾊﾞｰに表示されています。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ名は、NONAME.MSRとなります。 
 

 
 

 

 ← 上書き保存ｱｲｺﾝ 
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4.2.5 パラメータの読み出し 
 
ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]で保存したﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙは、任意にﾃﾞｨｽｸから読み
出すことができます。 
 
ﾃﾞｨｽｸに保存されているﾊﾟﾗﾒｰﾀﾌｧｲﾙを読み出す場合は、ﾂｰﾙﾊﾞｰのﾌｧｲﾙを開くｱｲ

ｺﾝをｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭｰのﾌｧｲﾙ…ﾌｧｲﾙを開くをｸﾘｯｸします。下記のﾌｧｲﾙ読み出し
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで任意のﾌｧｲﾙ名を選択し、OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 

 
 

 ← ﾌｧｲﾙを開くｱｲｺﾝ 
 
 
4.2.6 パラメータのダウンロード 
 
ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]で設定・編集したﾊﾟﾗﾒｰﾀ値は、RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪ
ｲｽを通して、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値の設定・編集が完了した時点で、ﾂｰﾙﾊﾞｰのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、

ﾒﾆｭｰの実行…ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞをｸﾘｯｸします。MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞへのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが正常
に終了すると、下記のﾒｯｾｰｼﾞ(A)が表示されます。 
 

         
(A)           (B) 

 
ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ(B)が表示された場合は、次の点を確認してください。 
 

1. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞに電源が投入されているか 
2. PCとMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞが RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで正しく接続

されているか 
3. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞがｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞに入っているか 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ中は、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの LEDが常時緑色に
点灯しています。 

 

← ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｱｲｺﾝ 
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4.2.7 パラメータのアップロード 
 
ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱ [UTIL1023-WIN]では、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの現在のﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
値をｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞすることができます。 
 
MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞが正しく接続されていることを確認した上で、ﾂｰﾙﾊﾞｰのｱｯ
ﾌﾟﾛｰﾄﾞｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭｰの実行…ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞをｸﾘｯｸします。MODEL 1023
ｼﾘｰｽﾞからのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞが正常に終了すると、下記のﾒｯｾｰｼﾞ(A)が表示されます。 
 

        
          (A)    (B) 
 
ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ(B)が表示された場合は、次の点を確認してください。 
 

1. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞに電源が投入されているか 
2. PCとMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞがRS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで正しく接続

されているか 
3. MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞがｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞに入っているか 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟﾓｰﾄﾞ中は、MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの LEDが常時緑色に
点灯しています。 

 

 ← ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞｱｲｺﾝ 
 
 
 

 4.13 
 Copyright © 1997 



 
MODEL 1023 Series 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Blank page 

4.14 
Copyright © 1997 



  
 MODEL 1023 Series 

補足 A  仕様 
 
下記にMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞの仕様を示します。 
 

仕  様 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ DOS/V, PC98, MAC ADB 他 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 2,400bps~38,400bps 
USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ HID1.1準拠 (WIN98/ME/2000/XP) 

磁気ｶｰﾄﾞ規格 ISO ﾄﾗｯｸ 1,2,3 ｼﾝｸﾞﾙ/ﾃﾞｭｱﾙ/ﾄﾘﾌﾟﾙ 300~3,000 Oe 
JIS-II (JIS-X 6301-II)  650Oe 

走査速度 10 ~ 150 cm/sec 
磁気ﾍｯﾄﾞ寿命 30万ﾊﾟｽ (*1)

ｶｰﾄﾞ寿命 1,000 ﾊﾟｽ以上 (*1)

ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ﾌﾞｻﾞｰ, LED 

電源供給 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PCから供給 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀから供給 
USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PCから供給 

動作温度 0℃ ~ +55℃ 
保管温度 -20℃ ~ +70℃ 
湿度 20% ~ 95% (結露無きこと) 
重量 180g (ｹｰﾌﾞﾙを含まない) 
外形寸法 163(L) x 44(W) x 47(H) mm 
EMC規格 FCC Class-A準拠, CE準拠 
 
【注意事項】 
(*1) 値はあくまでも参考値です。使用環境などにより異なります。 
(*2) 定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞｶｰﾄﾞを通して、ﾍｯﾄﾞのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。 
(*3) ｶｰﾄﾞの汚れ・ｷｽﾞ・変形がないように気をつけて保管してください。 
 特に磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟ面に固形物が付着すると故障の原因となります。 
(*4) 折れ曲がったり、ｷｽﾞのついたｶｰﾄﾞや磁石に触れたｶｰﾄﾞは読み取り 
 できなくなることがあります。 
(*5) 強い磁界や静電気が発生する場所への設置は避けてください。 
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補足 B  データ送信フォーマット 
 
下記にMODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 

基本ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽ ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽ ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
無し又は任意に 4文字までを設定できます。 
 
ｲﾝﾀｰﾌｨｯｸｽ 
無し又は任意に 4文字までを設定できます。 
 
ﾄﾗｯｸﾃﾞｰﾀ 
磁気ｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが送信されます。ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを付加したり、ﾃﾞｰﾀｴﾃﾞｨｯﾄ機
能を使って、磁気ｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを任意に編集することが可能です。 
 
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
無し又は任意に 4文字までを設定できます。 
 
 
各項目の設定方法については、4章をご覧ください。 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販

売店へご返送ください。 
尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行って

おりませんのでご了承ください。 
 

MODEL 1023 ｼﾘｰｽﾞ 修理依頼書 
依頼日  
会社名  
部署名  
ご氏名  
TEL  
FAX  
ご住所  

 
 
 

販売店名  
製品名  ｼﾘｱﾙ番号  
ｵﾌﾟｼｮﾝ類 ｹｰﾌﾞﾙ・AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
ﾄﾗﾌﾞﾙの症状を詳しく記入してください。 
また、症状を確認するために必要なｶｰﾄﾞ等があれば添付してください。 
 
 
 
 
 
 
 
症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 
接続ﾎｽﾄ ： ﾒｰｶｰ名 [                ] 
  機種名 [                ] 
その他、使用状況を記入ください。 
 
 
 
 
返送先  

 
 
 
 
 

請求先  
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